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・ １月31日に発表された昨年10-12月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率の速報値は、前期比＋0.5％、同

年率＋2.0％と前期（同＋0.4％、同年率＋1.8％）から成長率が加速し、15四半期連続のプラス成長を

記録。2016年通年の成長率は＋1.7％と前年（＋1.9％）に続き１％台前半の潜在成長率を上回った。

なお、速報段階ではユーロ圏全体の実質ＧＤＰのみが公表され、国別の成長率は14日の改定値で、国

別・需要項目別の内訳は３月７日の再改定値で明らかとなる。 

・ 公表済みの国別の実質ＧＤＰ成長率は、フランス（7-9月期：同＋0.2％→10-12月期：同＋0.4％）の

成長率が加速し、スペイン（同＋0.7％→同＋0.7％）が前期並みの高い成長を維持した。月次統計の

推移から判断して、14日に発表されるドイツの成長率も7-9月期実績：同＋0.2％→10-12月期見込み：

同＋0.6％程度に加速した模様。フランスの需要項目別内訳は、個人消費と設備投資が成長を牽引し、

外需が小幅プラス、在庫投資が成長を押し下げ。同日発表の12月のユーロ圏の失業率が9.6％に低下し、

債務危機発生以前の2009年央の水準に復帰。雇用情勢の改善が消費回復を支えている。 

・ 年明け以降の成長は、１月のユーロ圏のＰＭＩが高成長持続を示唆する横這い圏で推移する一方、同

月のドイツのＩｆｏ景況感が低下するなど、先行きの業況判断がやや慎重化している。また、足許の

インフレ加速を受け、家計の実質購買力が目減りすることもあり、成長ペースの鈍化が示唆される。 
■ユーロ圏：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■ユーロ圏：ＰＭＩ総合指数と実質ＧＤＰ成長率

注：実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。

出所：Eurostat 出所：Markit、Eurostat
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

15/1-3月期 4.5 3.3 (2.3) 1.8 1.4 7.3 (▲ 0.4) 1.0 11.1 9.7
15/4-6月期 2.7 1.5 (0.6) 1.8 1.6 ▲ 0.0 (▲ 0.7) 0.9 4.7 3.1
15/7-9月期 1.9 1.1 (2.7) 1.7 1.7 3.2 (0.7) ▲ 1.5 1.0 4.8
15/10-12月期 4.0 2.0 (3.2) 1.6 2.4 5.2 (0.7) ▲ 1.1 3.3 6.4
16/1-3月期 2.7 2.0 (1.7) 2.8 2.3 1.5 (▲ 0.6) 0.4 0.6 ▲ 0.2
16/4-6月期 1.7 1.2 (1.0) 1.0 1.5 4.6 (▲ 0.7) 0.2 4.7 4.6
16/7-9月期 3.2 1.8 (1.8) 1.4 1.2 2.0 (▲ 0.0) ▲ 0.1 2.4 2.8
16/10-12月期 － 2.0 － － － － － － － －

出所：Eurostat  


